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●�

若
桜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
お

い
て
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

に
つ
い
て
、
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、制
定
す
る
も
の
。

●�

若
桜
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

�　

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お
け
る
新
た
な

施
設
類
型
と
し
て
、
市
町
村
が
認
可
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

認
可
基
準
と
な
る
設
備
や
運
営
の
基
準
に

つ
い
て
、
制
定
す
る
も
の
。

●�

若
桜
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
の
規
定
に
よ
り
、
対
策
本
部
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●�
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
平

成
27
年
１
月
１
日
で
実
施
す
る
昇
給
に
つ

い
て
、
１
号
抑
制
す
る
よ
う
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

●�

若
桜
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

住
民
税
の
税
額
控
除
対
象
と
な
る
寄
付

金
及
び
固
定
資
産
税
の
納
期
に
つ
い
て
、

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●�

若
桜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

�　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を
39
万
円
か
ら

40
．
4
万
円
へ
見
直
す
も
の
。

■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
名　

旧
若
桜
小
学
校
跡
地
整
備
工
事

　

変
更
契
約
金
額

�

変
更
前　

金
７
８
，
３
０
０
，
０
０
０
円

　

変
更
後　

金
８
２
，
５
０
０
，
１
２
０
円

■�

鳥
取
市
と
若
桜
町
と
の
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

　

�　

鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
は
定
住
自
立

圏
構
想
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
５
年

を
迎
え
、
引
き
続
き
、
圏
域
全
体
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
の
変
更
を
行
う
も
の
。

十
二
月
議
会
定
例
会

ふ
る
さ
と
納
税 

更
な
る
増
収

平成
26年度

一
般
会
計
総
額４

３
２
５
万
円
の
追
加
補
正

37
億
１
１
１
９
万
円

決
処
分
の
承
認

専

平成26年第８回議
会定例会は12月９
日に招集され、町長
から提出された議
案15件を慎重審議
の結果、全議案を可
決 し、12月12日 に
閉会した。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　

衆
議
院
議
員
選
挙
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
１
６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
36
億
６
７
９
４
万
円
と

す
る
も
の
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
６
号
）

主
な
る
歳
入

　

地
方
交
付
税�

４
１
４
万
円

　

国
庫
支
出
金�

１
２
８
万
円

　

寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

�

１
２
９
９
万
円

算　
予

　

繰
越
金�

２
３
１
８
万
円

主
な
る
歳
出

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�

１
２
６
９
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業�

５
８
４
万
円

　

特
別
医
療
費
支
援
事
業�

７
３
５
万
円

　

障
が
い
者
福
祉
事
業
（
医
療
扶
助
等
）

�

△
４
３
５
万
円

　

支
援
費
事
業�

２
６
３
万
円

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

４
３
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
６
億
５
８

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

54
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
２
１
７
２

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
公
共
下
水
道
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

２
８
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
７
６

６
４
万
円
と
し
た
。

例
条

の
そ

他

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
何
か
と
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住
み
良
い
若
桜
町
を
目
指
し
、
本
年
も
力
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

御
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
未
年
で
す
。
未
年
の
言
わ
れ
は
、
群
れ
を
な
す
羊
は
、

家
族
の
安
泰
を
示
し
い
つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
す
事
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
で
平
和
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

　

改
選
か
ら
一
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、
新
し
い
議
員
も
議
会
に

慣
れ
、
議
員
個
々
に
与
え
ら
れ
た
職
務
に
責
任
あ
る
行
動
が
出
来
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
議
長
就
任
当
初
約
束
し
た
議
会
改
革
を
こ

の
一
年
行
い
、
議
員
全
員
協
議
会
・
常
任
委
員
会
の
定
例
化
、
特
別

委
員
会
の
設
置
に
よ
り
若
桜
町
に
何
が
必
要
で
何
が
急
が
れ
る
の
か

が
徐
々
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
特
別
委
員
会
で
は
、
人
口
減
少

問
題
に
つ
い
て
、
細
か
く
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
出
来
る

だ
け
早
く
政
策
提
言
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
行
っ

た
議
会
報
告
会
で
皆
さ
ん
に
頂
い
た
意
見
を
協
議
し
提
言
書
と
し
て
、

若
桜
町
議
会

�

議
長　

川
上　
　

守

若
桜
鉄
道
・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
町
長
に
対
し
昨
年
12
月
29
日

に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
皆

さ
ん
に
議
会
だ
よ
り
に
て
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
農
業
・
林
業
・
観
光
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
中
・
長
期
的
な
課
題
が

多
く
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
方
に
は
政
策
的

に
見
え
に
く
い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
議
会
報
告
会
や

出
前
講
座
等
で
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
協
議
を
し
た
こ
と
に
対
し
一
つ
一
つ
結
果
を
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
協

議
す
る
体
制
づ
く
り
は
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
の
声
を
聞

き
積
極
的
に
政
策
提
言
出
来
る
議
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

昨
年
、
９
月
よ
り
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
誕
生
し
て
以
来
、

地
方
創
生
が
大
き
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
若
桜
町
の
人
口
減
少
は
、

か
な
り
の
速
度
で
減
少
し
て
い
る
中
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
う
ち
出

し
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
創
生
を
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
思
い
切
っ
た
政
策
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
民

の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
き
、
住
民
・
議
会
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

地
方
が
発
展
し
輝
く
事
こ
と
が
日
本
の
発
展
に
繋
が
り
ま
す
。
地
方

で
考
え
知
恵
を
出
す
、
若
桜
鉄
道
・
若
桜
宿
・
氷
ノ
山
等
、
若
桜
町

に
は
数
多
く
の
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が

急
が
れ
ま
す
。
今
年
は
特
に
、
地
方
創
生
に
繋
が
る
提
言
が
出
来
る

よ
う
に
、
議
論
を
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
に
あ
た
り
、
住
民
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
賜
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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●��

若
桜
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
及
び
若
桜
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
の

額
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
一
部
改

正
を
行
う
も
の
。

●��

若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
�　

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

●�
若
桜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
　
　

藤
原
博
文
さ
ん
（
赤
松
）

●
若
桜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　

福
田
浩
子
さ
ん
（
上
町
）

　

平
成
26
年
第
７
回
臨
時
会
は
11
月
21
日
に

招
集
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
６

件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、可
決
し
閉
会
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

６
７
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額
36
億
６
２

７
８
万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
５
億
９
６
２
６

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

13
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
２
１
１
９

万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
若
桜
町
公
共
下
水
道
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当

該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
出

金
額
を
補
正
し
た
も
の
。

第
７
回
臨
時
会

例
条

事　
人

算　
予

陳情書審査結果　

12月議会定例会において各委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 1 7 号

平 成 2 6 年
８ 月 １ 日 林道新設に関する陳情書 屋堂羅自治会長

　伊井野　孝一
総 務 産 業
常任委員会 採 　 択

陳 　 情
第 1 9 号 ９ 月 1 0 日 消費税10％への増税の撤回を

求める意見書提出を求める陳情
鳥取県民主商工会連合会　
　会長　奥田　清治

総 務 産 業
常任委員会 不 採 択

陳   情
第 2 0 号 11月18日 農業用頭首工の改修に関する陳

情書
根安自治会長
　中田　俊男

総 務 産 業
常任委員会 採 　 択

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

山根　政彦�議員

Q　

こ
の
夏
に
、
民
間
レ
ベ

ル
で
の
交
流
の
先
駆
け
に
と
、

各
団
体
の
代
表
者
が
平
昌
郡

を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
友
好
交
流
を
一
歩
進
め
た

経
済
交
流
の
始
ま
り
だ
と
考

え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま

す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

現
在
観
光
分
野
に
お
い

て
鳥
取
県
と
協
力
し
て
氷
ノ

山
一
帯
の
観
光
資
源
を
韓
国

に
売
り
込
み
観
光
客
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
将

来
的
に
は
特
産
品
の
輸
出
が

で
き
な
い
も
の
か
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

何
を
売
る
の
か
、
そ
し

て
ま
た
何
が
売
れ
る
の
か
具

体
的
に
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

観
光
協
会
や
商
工
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
も
っ
と

積
極
的
に
土
産
物
に
対
し
て

の
開
発
を
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
し
、
そ
う
い
う
中
で

開
発
費
が
必
要
で
あ
れ
ば
支

援
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

平
昌
郡
で
２
０
１
８
年

に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
若
桜
町
に

と
っ
て
も
氷
ノ
山
を
は
じ
め
、

様
々
な
Ｐ
Ｒ
等
が
可
能
と
な

る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と

思
い
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

若
桜
町
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
地
で
あ
る
平
昌
郡

と
友
好
交
流
協
定
し
て
い
る

自
治
体
で
あ
る
こ
と
は
、
韓

国
か
ら
の
誘
客
、
Ｐ
Ｒ
活
動

等
を
行
う
上
で
大
変
有
利
で

あ
り
、
若
桜
町
を
売
り
込
む

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
積
極
的

な
誘
客
活
動
を
進
め
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
。

Q　

10
月
18
日
に
実
施
さ
れ

た
防
災
訓
練
の
総
括
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、

広
島
の
土
砂
災
害
も
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対

す
る
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
各
自
治
会
で
自
主
防
災
組

織
が
集
落
の
核
と
な
り
、
ま

ず
自
ら
が
命
を
守
り
、
集
落

の
全
員
が
無
事
に
避
難
す
る

こ
と
を
最
優
先
に
行
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　

避
難
場
所
が
公
民
館

と
な
っ
て
い
る
集
落
の
う
ち
、

公
民
館
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
に
あ
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
安

全
を
考
え
る
と
地
域
に
よ
っ

て
は
民
間
施
設
の
活
用
が
で

き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

ア
ロ
イ
工
業
（
株
）、
鳥

取
安
泰
（
株
）、
安
泰
ニ
ッ
ト

（
株
）、（
株
）
一
宮
電
機
若
桜

工
場
、（
株
）
ミ
ヤ
ビ
シ
ャ
フ

ト
工
場
の
５
社
と
、
災
害
に

お
け
る
一
時
避
難
場
所
と
し

て
の
使
用
に
関
す
る
協
定
を

締
結
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

Q　

土
砂
災
害
警
戒
地
域
等

に
砂
防
ダ
ム
等
、
防
災
対
策

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

毎
年
地
元
要
望
等
も
踏

ま
え
て
県
に
砂
防
事
業
、
治

山
事
業
、
急
傾
斜
地
事
業

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
継
続
工

事
、
今
年
度
か
ら
の
新
規
工

事
を
含
め
て
砂
防
ダ
ム
を
３

カ
所
、
治
山
事
業
で
５
カ
所

を
整
備
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
す
で
に
完
成
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

Q　

町
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
出
来
事
を
情
報
発
信
し
、

若
桜
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
有
効
な
方
法
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

導
入
後
の
管
理
、
各

部
署
の
情
報
発
信
の
決
済

や
ル
ー
ル
や
権
限
、
更
に
は

本
町
独
自
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
に
あ
っ
た
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
そ
し
て

利
用
方
針
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平昌オリンピックけん垂幕

本議会の様子

一般質問Ｑ Ａ
山根　政彦 議員
中尾　理明 議員
山本　安雄 議員
山本　晴隆 議員
上川裕見子 議員
前住　孝行 議員

質 

問 

者

平昌郡との交流

若
桜
町
を
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

積
極
的
な
誘
客
活
動
を
進
め
て
い
く

２
０
１
８
年
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

若
桜
町
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス

若桜町の情報発信

利
用
方
針
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
活
用
を

防災対策

県
に
砂
防
事
業
等

を
要
望
し
て
い
る

土
砂
災
害
警
戒
地

域
等
の
対
策
は

わかさ議会だより　No151　平成27年２月 わかさ議会だより　No151　平成27年２月

45



詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

　12月議会定例会の一般質問は、12月10日に行われ、
６人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明�議員

Q　

平
成
26
年
度
当
初
予

算
で
、
昭
和
57
年
刊
行
さ
れ

た
若
桜
町
誌
を
30
年
経
た
今

日
ま
で
の
変
化
し
た
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
た
新
編
町
誌
編

纂
に
む
け
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
意
見
交
換
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

�

高
木
政
寛
教
育
長

A　

若
桜
町
誌
は
昭
和
44

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
各
専
門

家
が
執
筆
を
担
当
し
、
難
渋

を
極
め
な
が
ら
57
年
３
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
新
編
若
桜

町
誌
編
纂
に
つ
い
て
は
、
現

在
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
向

け
、
近
年
自
治
体
誌
の
刊
行

を
行
っ
た
県
内
外
の
市
町
村

の
状
況
や
編
纂
の
進
め
方
等

事
務
局
で
情
報
収
集
を
中

心
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
委
員
会
は
町
文
化
財

保
護
審
議
委
員
を
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
今
月
12
日
に

開
催
し
、
来
年
度
以
降
の
事

業
の
方
針
を
今
年
度
中
に
決

定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

矢
ケ
崎
紀
子
東
洋
大
准

教
授
は
本
年
7
月
号
地
方
議

会
人
誌
で
、
地
域
鉄
道
再
生
、

活
性
化
に
向
け
た
国
の
支
援

策
と
し
て
、
上
下
分
離
と
と

も
に
過
疎
債
を
地
域
鉄
道
の

赤
字
補
填
に
充
当
で
き
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
若

鉄
の
赤
字
補
填
に
こ
れ
が
適

用
で
き
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
町
長

A　

昨
年
度
鉄
道
を
過
疎
対

策
事
業
対
象
に
す
る
要
望
活

動
が
実
り
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
鉄
道
へ
の
過
疎
債
適
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
早

速
本
年
度
か
ら
鉄
道
施
設
整

備
費
用
へ
の
過
疎
債
充
当
が

で
き
、
財
源
運
用
の
助
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

守
管
理
費
や
町
公
共
交
通

維
持
基
金
の
積
み
立
て
に
も

過
疎
債
が
充
当
で
き
ま
し

た
。
平
成
26
年
12
月
１
日
現

在
こ
の
基
金
残
高
は
１
億
１
，

９
５
４
万
円
で
す
。
平
成
24

年
度
か
ら
の
累
積
赤
字
は

約
１
，
４
７
５
万
円
で
す
が
、

国
に
提
出
し
た
鉄
道
再
構
築

事
業
計
画
で
は
、
鉄
道
運
行

で
生
じ
た
赤
字
は
、
若
桜
町

と
八
頭
町
が
補
填
す
る
と
決

め
ら
れ
て
お
り
、
補
填
財
源

に
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
両
町
が
協
調
し
、

必
要
時
に
基
金
を
赤
字
補
填

に
充
て
、
鉄
道
運
行
の
継
続

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

八
頭
町
と
の
連
携
強
化

は
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
八

頭
町
の
児
童
生
徒
の
交
通
手

段
の
転
換
な
ど
困
難
な
状

況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
困
難
は
あ
っ
て
も
突

破
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
町
長
が
八
頭
町
と
の
連
携

に
つ
い
て
考
え
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

八
頭
町
の
バ
ス
通
学
に

よ
り
平
成
27
年
４
月
か
ら
鉄

道
運
賃
収
入
が
６
０
０
万
円

減
少
し
ま
す
。
支
出
削
減
は

困
難
で
あ
り
、
収
入
増
加
が

必
要
で
す
。
9
月
に
就
任
さ

れ
た
山
田
社
長
は
、
観
光
列

車
や
お
買
い
物
列
車
に
よ
り

沿
線
の
み
な
ら
ず
鳥
取
市
の

中
心
街
活
性
化
と
も
な
る
取

組
等
新
た
な
利
用
増
を
図
っ

て
い
ま
す
。
今
後
収
入
増

の
た
め
、
無
人
駅
へ
の
テ
ナ

ン
ト
の
誘
致
、
ダ
イ
ヤ
改
正

に
よ
る
利
便
性
向
上
の
企
画

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
八

頭
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

私
も
八
頭
町
長
と
た
え
ず
緊

密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
山
田
社
長
は

地
方
鉄
道
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
専
門
家
で
力
量
は
抜
群

で
す
。
こ
の
好
条
件
を
活
か

し
、
両
町
の
良
い
関
係
を
作

り
、
足
並
み
揃
え
若
桜
鉄
道

を
支
援
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

Q　

要
支
援
廃
止
に
よ
る
新

総
合
事
業
移
行
等
「
改
正
」

介
護
保
険
制
度
は
、
法
律
で

条
例
に
よ
り
29
年
３
月
末
ま

で
現
行
制
度
を
継
続
で
き
ま

す
。
私
は
、
関
係
者
や
町
民

に
理
解
を
得
る
た
め
実
施
を

延
期
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

如
何
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
の
た
め
の
整
備
に
向
け
、

人
材
育
成
、
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
そ
の
た
め

の
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
条

例
を
定
め
、
平
成
29
年
４
月

ま
で
実
施
を
延
期
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

山本　安雄�議員

Q　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

環
境
整
備
等
の
基
本
理
念
が

定
め
ら
れ
た
地
方
創
生
法
が

成
立
し
ま
し
た
。
収
入
間
伐

を
中
心
と
し
た
林
業
は
地
方

創
生
の
基
本
理
念
に
沿
う
と

思
い
ま
す
。
間
伐
材
の
搬
出

経
費
の
削
減
、
森
林
所
有
者

へ
の
収
入
還
元
、
雇
用
拡
大
、

原
木
の
加
工
施
設
の
設
置
等

を
、
地
方
創
生
の
総
合
戦
略

と
し
て
は
と
思
い
ま
す
。
所

見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

林
業
、
木
材
産
業
を
１

つ
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
、

地
方
創
生
を
推
進
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

町
内
の
加
工
施
設
が
製
品

の
高
付
加
価
値
化
や
生
産
性

の
向
上
を
図
る
等
を
取
組
ま

れ
る
場
合
、
支
援
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
の
林
道
密
度
は
、

５
．
９
ｍ
／
ha
で
す
が
、
地

域
森
林
計
画
の
目
標
は
14
．

4
ｍ
／
ha
で
す
。
町
内
全
域

を
網
羅
す
る
全
体
構
想
を

立
て
、
積
極
的
に
開
設
、
改

良
を
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

森
林
所
有
者
の
所
得
向

上
、
木
材
産
業
の
振
興
、
雇

用
機
会
の
拡
大
等
、
林
業
木

材
産
業
を
若
桜
の
基
幹
産
業

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
で
あ

り
、
長
期
的
な
総
合
戦
略
で
、

林
道
網
の
整
備
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q　

今
年
８
月
に
道
の
駅
桜

ん
坊
で
食
中
毒
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
防
災
無

線
で
も
食
中
毒
予
防
を
喚
起

し
て
い
ま
し
た
。

　

管
理
委
託
し
た
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
お
ら

れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

衛
生
教
育
の
徹
底
を
理

事
長
に
強
く
申
し
入
れ
を
行

い
、
県
の
保
健
所
等
の
指
導

の
下
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

再
発
防
止
に
向
け
て
管
理
委

託
者
と
し
て
も
引
き
続
き
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

有
限
会
社
若
桜
農
林
振

興
の
平
成
25
年
度
監
査
報
告

で
、「
赤
字
体
質
が
脱
却
で

き
て
い
な
い
の
で
経
営
改
善

が
求
め
ら
れ
る
」「
設
立
の

趣
旨
に
立
ち
返
っ
た
施
設
の

運
用
及
び
商
品
開
発
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
委
託

し
た
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
、

伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

大
口
出
資
者
と
い
う

立
場
で
答
え
を
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
末
の
累
積
赤
字

は
８
５
０
万
円
で
出
資
金
の

６
割
余
り
と
な
っ
て
お
り
憂

慮
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
若
桜
町
の
農
業
施
策
と

同
様
、
施
策
を
見
出
す
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

集
落
か
ら
の
要
請
に
答
え

た
受
託
事
業
の
掘
り
起
し
や

味
工
房
の
指
定
管
理
受
託
な

ど
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。
現

時
点
で
本
年
度
の
単
年
度
収

支
見
込
み
は
黒
字
に
な
る
と

も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
設
立

の
趣
旨
に
立
ち
返
っ
た
施
設

運
用
と
商
品
開
発
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
タ
ケ
施
設
は
、
施

設
の
採
算
性
等
を
勘
案
し
て

生
産
は
中
止
し
て
お
り
、
企

業
努
力
を
し
て
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
有
望
な
商
品
と

思
う
の
で
、
施
設
の
活
用
に

つ
い
て
は
体
制
の
見
直
し
等

も
含
め
、
今
後
検
討
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Q　

指
定
管
理
団
体
の
指
導

に
つ
い
て
、
来
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
等
の
計
画
、

指
定
管
理
委
託
団
体
と
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

設
置
目
的
に
沿
っ
た
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
よ
う

に
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新編町誌

情
報
収
集
等
進
め
、
12
月
中
に

委
員
会
立
上
げ

新
町
誌
編
纂
に
向
け
た
取
り
組

み
の
状
況
は
？

若桜鉄道

新
社
長
就
任
で
状

況
変
化
連
携
強
化

へ
実
ら
せ
る

八
頭
町
と
の
連
携

強
化
策
を
問
う

介護保険

実
施
体
制
整
え
、

29
年
4
月
に
始

め
る

問
題
多
い
新
介

護
保
険
実
施
の

延
期
を

Ｑ
Ａ一般質問

地方創生

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要

総
合
戦
略
に
林
業
を

指定管理者

設
置
目
的
に
沿
っ

た
指
導
を
す
る

指
定
管
理
委
託
者

と
し
て
の
指
導
は

林道沖の山線の現状
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�

小
林
昌
司
町
長

A　

コ
ー
ス
を
、
維
持
管
理

す
る
た
め
に
は
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
近
隣
の
同
類
施
設

の
料
金
設
定
も
勘
案
し
な
が

ら
、
町
民
、
町
外
利
用
者
、

団
体
等
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
形

態
を
想
定
し
た
料
金
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
出
来
る
だ

け
早
期
に
方
向
性
を
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
、
乗
車
さ
れ

た
方
の
使
用
料
を
割
引
さ
れ

て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

�
小
林
町
長

A　

町
に
あ
る
他
の
観
光
資

源
等
も
含
め
て
考
え
た
い
。

若
桜
鉄
道
に
乗
車
し
て
、
若

桜
で
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
ツ

ア
ー
プ
ラ
ン
を
作
る
等
、
会

社
と
知
恵
を
出
し
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
相
乗
効
果
で

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ

る
よ
う
、
提
案
を
参
考
に
可

能
な
事
項
は
実
施
に
向
け
て

山本　晴隆�議員

Q　

完
成
後
、
広
場
全
体
の

管
理
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

�

高
木
教
育
長

A　

他
の
市
町
村
で
は
直
営

管
理
、
部
分
委
託
、
指
定
管

理
等
様
々
な
管
理
が
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
町
で
行

え
る
最
善
の
方
法
を
検
討
し

ま
す
。

Q　

使
用
料
金
を
町
民
か
ら

い
た
だ
く
の
か
。
ま
た
、
町

外
の
利
用
者
に
は
ど
の
様
に

対
応
さ
れ
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

Q　

町
内
に
あ
る
、
古
い
砂

防
堰
堤
の
大
半
は
土
砂
や
流

木
が
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
近
年
の
異
常
気
象
で
集

中
豪
雨
が
頻
繁
に
起
き
る

中
、
早
急
に
調
査
し
て
対
応

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

砂
防
堰
堤
は
、
事
業
主

体
の
県
が
５
年
に
一
度
、
調

査
を
行
い
、
結
果
や
本
町
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

Q　

防
火
水
槽
に
常
時
給
水

で
き
る
施
設
は
ど
れ
位
あ
る

か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

町
内
に
は
防
火
水
槽
が

40
基
設
置
し
て
あ
り
、
用
水

路
か
ら
常
時
給
水
可
能
な
物

は
10
基
で
す
。
そ
の
他
、
30

基
の
水
槽
は
、
消
火
栓
、
可

搬
ポ
ン
プ
な
ど
で
給
水
の
必

要
が
あ
る
。
再
度
関
係
自
治

会
に
周
知
し
ま
す
。

Q　

防
火
水
槽
の
な
い
集
落

も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
渇

水
状
況
を
考
え
れ
ば
、
水
槽

を
施
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
も
、「
ポ
ン

プ
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
、

消
火
栓
、
防
火
水
槽
な
ど
の

計
画
的
な
更
新
整
備
を
図
り

ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

水
利
点
検
は
、
毎
月
東

部
広
域
消
防
署
若
桜
出
張
所

の
職
員
が
防
火
水
槽
や
河
川

水
利
を
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
の
水
槽
は
使
用

可
能
な
状
況
で
あ
り
、
元
々

水
利
の
と
れ
な
い
集
落
に
、

設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
く
取
れ
な
い
所
も
有
る
の

で
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

Q　

課
題
が
山
積
す
る
本
町

で
は
、
一
刻
も
早
く
地
方
創
生

計
画
を
策
定
し
、
課
題
解
決

に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
現
時
点

で
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

国
や
県
の
動
向
を
注
意

し
な
が
ら
、
本
町
の
諸
課
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
何
が

問
題
で
、
何
が
必
要
か
、
誰

が
や
る
の
か
、
財
源
を
ど
う

す
る
の
か
な
ど
、
住
民
や
議

会
と
十
分
に
議
論
し
て
総
合

的
な
戦
略
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
早
期
に
出
来
る
も
の
は

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
、

本
格
的
な
取
組
み
は
平
成
28

年
度
当
初
予
算
か
ら
事
業
を

展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上川　裕見子�議員

Q　

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
や

企
業
等
の
通
勤
費
上
限
設
定

な
ど
に
よ
り
、
本
町
か
ら
の

通
勤
者
が
負
担
を
感
じ
て
お

ら
れ
ま
す
。
町
内
で
の
給
油

や
公
共
交
通
の
定
期
券
助

成
を
商
品
券
で
支
給
す
る
な

ど
、
経
済
の
町
内
循
環
を
考

慮
し
た
通
勤
費
助
成
制
度
の

創
設
を
提
案
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事

業
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
次
年
度
取
り
組
む
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

長
野
県
伊
那
市
が
す
で
に

導
入
し
て
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

通
勤
者
に
経
済
的
負
担

感
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
制
度
実
施
に
は
、

補
助
金
額
の
設
定
方
法
や

公
共
交
通
へ
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q　

あ
か
ま
つ
団
地
一
戸
建

て
若
者
向
け
住
宅
は
、
２
戸

の
募
集
に
各
４
名
の
応
募
が

あ
り
公
開
抽
選
と
な
り
ま
し

た
。
外
れ
た
方
に
待
っ
て
い

た
だ
く
対
策
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
町
長

A　

来
年
３
月
、
あ
か
ま
つ

団
地
内
に
２
Ｄ
Ｋ
の
町
営
住

宅
４
戸
が
完
成
し
、
４
月
に

公
募
の
予
定
で
す
。
若
葉
団

地
の
建
て
替
え
も
、
平
成
27

と
28
年
度
に
多
様
な
世
帯
に

対
応
し
た
整
備
計
画
が
あ
り

ま
す
。

Q　

空
き
家
改
修
し
住
宅
と

し
て
貸
し
出
す
方
法
は
、
１

軒
新
築
す
る
費
用
で
数
軒
の

改
修
が
可
能
。
こ
ち
ら
も
急

い
で
は
い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

所
有
者
と
の
詰
め
が
今

で
き
ま
し
た
。
設
計
に
出
し
、

早
い
機
会
に
や
り
た
い
。

Q　

平
成
24
と
25
年
度
は
赤

字
と
な
り
、
累
積
赤
字
の
計

上
に
よ
る
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
が
望
ま
し
い

方
法
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

平
成
21
年
度
策
定
の

「
若
桜
鉄
道
事
業
再
構
築
実

施
計
画
」
に
は
、
若
桜
鉄
道

が
赤
字
を
計
上
し
た
際
、
若

桜
町
及
び
八
頭
町
が
赤
字
補

填
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
八
頭
町
と
協

議
し
、
早
い
段
階
で
赤
字
補

填
を
行
い
た
い
。

Q　

若
桜
鉄
道
再
構
築
事
業

計
画
の
後
半
（
26
年
度
～
30

年
度
）
の
協
議
状
況
及
び
計

画
と
の
比
較
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

若
桜
鉄
道
及
び
八
頭
町

と
共
に
再
構
築
計
画
と
実
績

の
比
較
、
検
証
を
開
始
し
た
。

今
後
は
計
画
と
現
状
の
乖
離

を
十
分
検
証
し
、
平
成
30
年

度
ま
で
の
計
画
の
見
直
し
の

必
要
性
と
平
成
31
年
度
以
降

の
次
期
再
構
築
計
画
策
定
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
検
討

を
重
ね
る
予
定
で
す
。

Q　

Ｓ
Ｌ
の
試
験
運
行
が
打

ち
上
げ
花
火
で
終
わ
る
こ
と

な
く
、
本
当
の
意
味
の
沿
線

活
動
に
つ
な
が
る
方
策
を
お

考
え
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

沿
線
住
民
が
、
こ
の

機
会
に
様
々
な
取
り
組
み
を

自
ら
考
え
、
行
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
。「
若
桜
鉄
道
＝
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
感
じ
で
、
み

ん
な
で
頑
張
り
た
い
。

Q　

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

に
は
、
地
域
交
通
網
形
成
計

画
の
策
定
が
必
要
で
は
。
協

議
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

若
桜
と
い
う
名
で
、
健
康
と

組
み
合
わ
せ
て
協
働
事
業
を

し
て
は
。

�

新
川
企
画
財
政
課
長

A　

来
週
、
広
島
運
輸
局
と

来
年
度
の
整
備
計
画
の
協
議

を
し
ま
す
の
で
、
お
訊
ね
し

て
き
た
い
。

Q　

林
地
材
残
材
の
収
集
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
不

在
。
隊
員
の
将
来
や
定
住
を

見
越
し
、
思
い
を
も
っ
て
募

集
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

こ
れ
か
ら
検
証
を
し
な

い
と
い
け
な
い
。

　

生
産
基
盤
整
備
、
林
業
事

業
体
の
技
術
者
増
員
等
へ
の

支
援
を
行
い
、
年
間
３
万
～

５
万
と
素
材
生
産
を
倍
増
さ

せ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
。

健康広場

町
民
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
た
い

広
場
の
利
用
目
的
は

町防災

県
の
調
査
結
果

で
見
極
め
る

土
石
災
害
警
戒

地
域
は
あ
る
か

地方創生計画（案）

可
能
な
準
備
を

進
め
る

い
ち
早
く
策
定

を
望
む
が

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

常時給水できそうな防火水槽

定住施策

多
角
的
に
検
討
要
す

通
勤
費
助
成
制
度
の
創
設
を

若桜鉄道

八
頭
町
と
協
議
し

赤
字
補
填
し
た
い

累
積
赤
字
計
上

決
算
は
望
ま
し

い
方
法
か

木質バイオマス事業

こ
れ
か
ら
検
証

す
る

地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
不
在

水路

89

わかさ議会だより　No151　平成27年２月 わかさ議会だより　No151　平成27年２月



27
年
度
に
入
っ
て
か
ら
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
盛
り
込
む
べ
き
内
容
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
の

は
来
年
度
に
入
っ
て
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

策
定
準
備
作
業
で
あ
る
人
口

動
向
分
析
や
将
来
人
口
推
定

を
進
め
、
県
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
平
成
27
年
度
中
の

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

鋭
意
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q　

本
町
に
と
っ
て
大
型
事

業
、
中
長
期
的
な
計
画
を
す

る
の
に
、
と
て
も
よ
い
機
会

だ
と
考
え
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
内
容
を
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

�

小
林
町
長

A　

現
在
、
議
論
を
進
め
て

い
る
若
桜
町
人
口
減
少
対
策

検
討
委
員
会
や
人
口
減
少
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か

ら
の
提
案
や
提
言
、
あ
る
い

は
議
会
の
人
口
減
少
対
策
調

前住　孝行�議員青木　一憲�議員

Q　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
案
が
成
立
し
、
市
町

村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
努
力
義
務
が

課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
中
に
提
案
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
さ
れ
ま
す
か
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

鳥
取
県
と
し
て
は
、
平

成
26
年
度
内
に
県
の
目
指
す

方
向
性
等
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ

を
提
示
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、

主
要
な
部
分
の
提
示
は
平
成

査
特
別
委
員
会
な
ど
の
ご
意

見
な
ど
か
ら
、
す
ぐ
に
取
り

組
め
る
も
の
、
検
討
が
必
要

な
も
の
を
精
査
し
、
さ
ら
に

従
来
の
取
り
組
み
の
延
長
線

上
に
は
な
い
次
元
の
異
な
る

大
胆
な
政
策
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q　

人
口
減
少
対
策
の
推
進

本
部
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
、
30
名
に
よ
る
検
討
委
員

会
等
さ
ま
ざ
ま
な
会
を
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
く

ら
い
開
催
さ
れ
て
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
見
え
て
き
た
の

か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

ま
ず
、
若
桜
町
人
口
減

少
対
策
検
討
委
員
会
に
つ
い

て
で
す
が
、
８
月
末
か
ら
計

５
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
16
日
に
は
人
口
減
少

対
策
本
部
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
て
提
言
書
の
提
出

を
受
け
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
委
員
会
を
き
っ
か

け
に
し
て
委
員
同
士
の
連
携

や
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
本
町
の
将
来
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
に
、
若
桜
町
人
口
減

少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
会
議
で
す
が
、
副
町
長

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
主
に
主

任
、
係
長
級
の
中
堅
職
員
で

構
成
し
た
も
の
で
す
。
本
町

の
現
状
把
握
や
課
題
の
抽
出

か
ら
問
題
点
を
分
析
し
、
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
施
策

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
頃
か
ら
計
６
回
の
会
議

を
行
い
、
今
月
中
に
は
意
見

を
提
案
書
に
ま
と
め
て
人
口

減
少
対
策
本
部
へ
提
出
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
会

議
も
活
発
な
発
言
や
議
論
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
若
桜
町
人
口
減

若者で企画運営して行ったイベント

少
対
策
推
進
本
部
で
あ
り
ま

す
が
、
私
を
本
部
長
と
し
て

副
町
長
、
教
育
長
、
各
課
管

理
職
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
検
討
委
員
会
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
の

提
案
を
受
け
、
早
急
に
新
た

な
施
策
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
く
意
見
を
取
り
ま
と
め

て
来
年
度
予
算
に
反
映
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

議
会
も
人
口
減
少
対

策
調
査
特
別
委
員
会
を
６
回

開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
て
き
て
い
ま
し
て
、
こ

れ
を
今
後
の
委
員
会
で
ま
と

め
、
来
年
度
予
算
に
反
映

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
は
少
し
先
駆
け

て
「
３
世
代
住
居
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
」
と
い
う
の
を
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

今
後
、
総
合
的
に
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
べ
き
施
策
の

１
つ
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

人口減少対策調査特別委員会

人口減少対策における協議内容を議長へ報告＜一時報告＞
　人口減少対策証左委員会では、子育て世代に焦点を当て、移住定住対策として、次年度事業
化できる具体策、中期的に取り組むべき政策として、次の通り報告した。

　人口減少対策調査特別委員会を下記の日程で開催。
　　第１回　平成26年６月13日　正副委員長の選任　
　　第２回　平成26年７月25日　若桜町の人口推移と将来人口等について
　　第３回　平成26年９月３日　�移住者ニーズ・移住定住施策や対応などでの他自治体との比

較等について
　　第４回　平成26年10月27日　子育て世代を中心とした移住定住施策について
　　第５回　平成26年11月６日　医療・雇用関係の具体策について
　　第６回　平成26年11月21日　雇用問題の具体策について
　　第７回　平成26年12月18日　人口減少問題のまとめについて
　　第８回　平成26年12月26日　議長への報告書にする是非について

主な報告内容
１　住宅施策
　　⑴　公営住宅施策・・・・若者向け住宅の増築・若葉団地の建替、改修の具体化
　　⑵　空き家施策・・・・・�移住者住宅新築等事業補助金の拡充（補助率や上限額）・「空き

家改修費概算算出」の継続実施・町と賃貸契約を結び、町営住
宅として貸し出すことの検討

　　⑶　持ち家施策・・・・・�伝統的建造物群保存地区制度指定の促進・３世代居住リフォー
ム助成・住宅の小規模改修に対する助成

２　医療施策
　　⑴　医療受給者に向けての施策・・・�高校卒業までの医療費助成の創設・高齢者医療費助

成の創設
　　⑵　医療機関への施策・・・・・・・�医療機器導入支援・現行奨学金制度の拡充（医療従

事者養成のための奨学金制度の創設）・小児医療の体
制づくり

３　雇用関係
　　⑴　第１次産業施策・・・�農林産物の生産から販売を行う事業体の育成・生産から販売ま

での若桜ブランド化・耕作放棄地、遊休農地の解消・地域おこ
し協力隊の受入先の拡充・農林業体験事業の創設

　　⑵　第２次産業施策・・・新規雇用助成の創設
　　⑶　第３次産業施策・・・ITビジネスや芸術家などのクリエイターの誘致
　　⑷　その他の施策・・・・�通勤費助成制度の創設・通勤時間の短縮・コミュニティービジ

ネス起業支援・公共交通の利便性の向上（乗継、運賃の検討）

　今後協議を重ね、できるだけ早く執行部に対し、提言出来るように考えています。

地方創生

県
と
連
携
し
て
、
従
来
と
は

次
元
の
異
な
る
大
胆
施
策
も

若
桜
町
総
合
戦
略
の
策
定
は

人口減少対策町

委
員
、メ
ン
バ
ー

な
ど
真
剣
に
議
論

を
重
ね
提
言
へ

組
織
さ
れ
た
会

の
成
果
は

Ｑ
Ａ一般質問
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委 員 会 活 動 報 告

閉会中の継続審査平成26年
10月14日

閉会中の継続審査平成26年
11月10日 農業・観光関係について平成26年

10月10日

若桜町内の企業訪問11月12日
農業委員会との意見交換12月25日

　耕作放棄地
　　小船・大野・中原・岩屋堂
　若桜駅周辺
　　�若桜駅構内及び周辺農地・清流祭り会場・歴史民

俗資料館周辺農地

　「和宝工房」「Ｄｅａｒ　Ｄｅｅｒ」
　「（株）長谷川商店」「（株）アロイ工業」「（株）恵」

・耕作放棄地の復元、遊休農地利用について
・復元後の農地管理、農産物生産について
・若桜駅周辺の整備について

・耕作放棄地について
・特産品の開発についての考え方
・若桜米のブランド化、独自販売ルートの開拓

　事業及び雇用の拡大については、個人業者は基盤づ
くり、企業については積極的に考えられている。町
としても雇用や規模の拡大には協力体制が必要と感
じた。
　宿内、町内に宿泊施設がほとんどない状況を指摘さ
れ、「空き家を色々なことに有効利用するべきだ」な
どの意見があった。

　10月18日に実施された防災訓練の総括
　訓練結果の検証については、自治会長会でアンケー
トを行う。
　要介護者の避難に問題があることとその他民間企業
が避難場所に提供された場合、防災計画に入れる。

　今後再生して作付けできる場所が見えてきた。中間
管理機構の利用や、有利な補助制度を検討していた
だき、再生農地の優先順位を決めて、耕作放棄地が
これ以上増えない施策を行うために、一歩前進した
と感じた。
　駅周辺については、公共交通調査特別委員会で具体
的な提案、意見を出したい。

　有意義な意見交換ができ、今後も意見交換や積極的
な議論の機会を増やしていこうと思う。

　補正予算等の概要説明を受けた後、陳情の継続審査
を行った。

　補正予算等の概要説明を受けた。

・�整備計画にそって、実施されたい。
・住民のニーズ調査を実施してはどうか。
・土改連と災害時の協定について

・�若桜には、価値のある文化財もたくさんある
ので、早急に着手をして欲しい。
・事前の住民説明も重要である。

　Ｈ27年１月13日に、智頭町の議員と「若桜鉄道を
活用した地域活性化」を演題に、山田社長を講師に
招いて、講演を聞きました。

12月定例会補正予算等の概要説明、
陳情継続審査

12月３日

12月定例会補正予算等の概要説明12月4日

若桜駅周辺の現地視察

企業訪問
▲

意見交換

▲

意見交換

▲

意見

▲

意見

町民福祉課

町土整備課

教育委員会

教育委員会

町民福祉課

町土整備課

ストックヤードについて

町営住宅等について

健康広場（仮称）について

健康広場（仮称）について

ストックヤードについて

若者向け住宅について

教育委員会制度改革について

７月６日の「若桜の保険医療を考えるつどい」について

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金について

伝統的建造物群保存地区制度について

ＡＢＩ検査、Ｔ－ＤＡＳ，ストレス度チェックについて

・若葉団地改修は、来年度から計画されている。

・制度の内容について。

・土壌改良を行いながら、遊歩道を施工している。

・工事金額の変更、工程の見直しについて。

説明

説明

説明

説明・工事の状況について。説明

・進捗状況について。
・�集める品目　○衣類（布、ふとん）、大型可燃
（木製タンス、ベット）、小型家電（パソコン、
携帯、デジカメ他）などを検討している。

説明

・建物の内容について。

・�スキー場駐車場から、樹氷スノーピア入口に
転倒防止の溝を入れた。

説明

・若桜町における医療の現状について。説明

・�現行は、教育委員互選での教育長の選任だっ
たが、法改正後は、首長が任命する。
・教育長の任期が３年、委員は４年となる。
・本町は、平成28年６月から適用される。

説明

・現在の給付状況について。説明

・�肝がん検診で、２名の方が早期に発見するこ
とができた。

説明

視 察 先

訪 問 先

●まとめ●

●まとめ●

●まとめ●

防災訓練について

その他

その他

Ｑ 芝張りの時期は大丈夫か。

▲

意見

Ａ 芝は、冬場は冬眠するそうで、１１月中旬
でも大丈夫と専門家から聞いている。

懇談会の様子

智頭町・若桜町議会議員懇談会 稼働が待たれるストックヤード
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

森岡　則明さん
（若葉団地）

竹本　雅信さん
（山田町）

　

毎
年
の
事
と
は
言
え
、
年
末
か
ら

の
冬
山
で
の
遭
難
報
道
に
は
心
が
痛

み
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
を
持
つ
我
が
町
で
も
他

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
だ
よ
り
調
査
時
別
委
員
会
も

新
メ
ン
バ
ー
で
一
年
経
過
し
ま
す
。

広
報
研
修
会
に
も
参
加
ま
し
た
。

　

よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
気
の
つ
い
た
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

　

議
会
報
告
会
の
ま
と
め
が
遅
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
次
号
に
掲
載
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

※�

訂
正
…
わ
か
さ
議
会
だ
よ
り

１
５
０
号
の
11
項
。
第
６
回
臨

時
会
の
工
事
名
氷
ノ
山
高
原
の

館
を
氷
ノ
山
高
原
の
宿
、
14
項

の
わ
た
し
の
想
い
の
伊
井
野
さ

ん
の
中
程
の
３
億
を
３
０
０
億

に
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

�

議　
　

長　
　

川
上　
　

守

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　
　

青
木　

一
憲

�

副
委
員
長　
　

山
本　

安
雄

�

委　
　

員　
　

岡
田　

一
弥

�

委　
　

員　
　

小
林　
　

誠

�

委　
　

員　
　

山
根　

政
彦
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　長男が小学校へ入学する時に若桜へ帰ってきま
した。その長男も今春高校を卒業し県外で新たな
生活を始めます。小学４年から始めた野球も高校
まで続けることが出来ました。キャッチボールも
出来なかった長男でしたが、監督さんをはじめ、
指導者の方々や保護者の熱心な指導により、スポ
少でも中学でも県大会へ出場することができまし
た。
　私は市内で働いておりますが、「若桜は昔から野
球・バレー・スキーが強い」とよく言われます。
こうして何年にも渡り県大会へ出場できるのは、
出来る子ばかりを集めて作る勝利至上主義でなく、
子供たちを熱心に支えてくれる指導者や保護者、
地域の方々の応援があってのことだと思います。
当たり前のように毎日グランドや体育館で練習が
でき、冬は室内球技場を使っての練習ができる環
境を与えていただいている町民皆様の理解があっ
てこそ。「頑張っとるなぁ」って声が､ 子供たちを
励まし ｢ヤル気｣ にさせ、苦しい時でも乗り越え
る力を与えてくれたのだと思います。
　今若桜の子供は少ない中、一人何役もこなしな
がらスポーツに勉強と本当によく頑張っています。
私の世代も含めて子供たちを育ててきたこの環境
を次の世代へも引き継ぎ、そして応援して行かな
ければならないと思っています。

スポーツを通して
　少し前まで「若桜の自慢できるところは？？」っ
て聞かれると、「・・・うーん。見わたす限り山ば
かり、どこにでもあるただの田舎だよな・・・。」と、
正直返答に困ってしまう始末でした。高校卒業後、
故郷を離れ県外へ就職。若い頃はやはり、都会に
あこがれもあり、街の生活は楽しかった。しかし、
気がつけばまた若桜にいる自分。この田舎のどこ
に魅力があるのか。気がついたのはつい最近です
が、答えは簡単でした。その答えは、【自然】とい
うもの。「・・・自然なんてどこにもあるだろ？？」
そう思われがちですが、若桜の自然は全くの別物。
実際、この若桜町には年間何万人ものお客様が【若
桜の自然】を求めて訪れている。氷ノ山に限らず、
若桜の山には、ここしかない希少な動物や植物も
確認されるほど。そんな若桜で遊んだ楽しい経験
が、私の自慢であり財産です。我が子もこの地で
遊ばせたいという思い。若桜の子ども達も、今の
うちに若桜の自然で、いっぱいいっぱい遊んでほ
しいと願います。
　今は気がつかなくても大人になった時、きっと
この若桜の素晴らしさに気がついてくれることで
しょう。そのためにもまずは大人から、子ども達
と一緒に、みんなの故郷、若桜で思いっきり遊び
ましょー！

若桜の自慢って？？

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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